
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～中学校・高等学校～ 

教育力向上福岡県民運動 ワンポイント・リーフレット 第７号 

  
平成 22 年 2 月 

生活ルール 
 

教育力向上福岡県民運動 

シンボルマーク 

近年、子どもたちの規範意識の低下が大きな課題となっています。 

例えば、あいさつができない、言葉づかいが悪い、ルール・マナーが守

れない、掃除をしたがらないなど・・・。背景として、いろんなことが言

われていますが、大人のモラルや規範意識の低下も指摘されています。 

今回は、最近多発している携帯電話やインターネットに 

関する問題について、親子でじっくりと話し合って 

みてください。 
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インターネットや携帯電話を使ったいじめ

H18

H19

文部科学省 「児童生徒の問題行動等

生徒指導上の諸問題に関する調査」から 

【携帯メールやインターネットの問題点】 

● いじめをするために、こっそりと

連絡を取り合うことができる。 

● 家族の干渉を受けずに夜中でも連

絡を取り合うことができる。 

● 子どもにとっての有害情報を分け

隔てなく閲覧することができる。 

● 掲示板に他人の誹謗中傷や不確か

な情報、イタズラを書き込むこと

ができる。 

● 薬物など、違法なものとの接点に

なり得る。 

● 日常生活では知り合うことのない

大人と接触する可能性がある。   

   等 

■ネット上のいじめ■ 

・ なりすましメール（他人のメー

ルアドレスを勝手に使ってメー

ルを送信してしまう） 

・ チェーンメール（同じ内容の文

を複数の人に転送するように求

めるメール） 

 

  

 

保護者が、携帯電話やインターネットが

有しているメディアとしての特性や各端

末の機能・性能に関する基本的な知識を習

得し、理解を深めていきましょう。 

① ケータイ・ネットに関する 

正しい知識をもちましょう 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県教育庁教育企画部企画調整課 教育力向上対策室   TEL 092-643-3882   

教育力向上福岡県民運動ホームページ   http://www.fukuoka-kenminundou.jp 

※ このリーフレットは、上記ホームページからダウンロードできます。そのまま（縮小可）印刷して配布、学校・学年

通信に一部抜粋・引用して配布、学級懇談会等資料として配布するなどして有効に活用してください。 

教育力向上福岡県民運動の新しいホームページができました。詳しくは下記アドレスへ☟ 

 

  

 

保護者は、子どもたちが携帯電話やインターネット

をどのように利用しているのかといった、その利用状

態について関心をもち、日頃からその把握に努めまし

ょう。 

②ケータイ・ネットの利用の

実態に目を向けましょう 

■家庭でのルール（例）■ 

・ メールや掲示板に、嘘や悪口を書か

ない。 

・ 食事中はケータイを触らない。 

・ ケータイの料金は△△△△円以上は

使わない。 

・ ルールを破ったら１週間の使用停

止。２回繰り返したら１か月使用停

止。それでもルールを破るなら解約。 

 

 

 

 

携帯電話の必要性・危険性について親子でしっかりと話し合い、必要 

がなければ持たせることがないようにしましょう。 

 持たせる場合には、携帯電話やネットの利用に関しては、親の責任と 

して家庭内でのルールをつくり、それを徹底することが大切です。特に、 

フィルタリングについては、その必要性を理解・認識し、子どもが利用 

する携帯電話等について必ず設定しましょう。 

③「情報モラル」についてしっかり教え、子ども

たちにネットのリスク回避能力を身に付けさせ

るとともに、ルールを確実に守らせましょう 

  

 

 

 

子どもの携帯電話やネットの使

用方法等の面で従前に比べて変化

が見られる場合など、『ネット上の

いじめ』に関して子どもが発する

危険信号に十分留意しましょう。 

 また、その未然防止・早期発見

の観点から、学校や専門性を有す

る地域人材などと連携しつつ、ネ

ット上の巡回・閲覧活動に協力し

ていくことも考えられます。 

 

④日頃からチェックをしっかりと行うとともに、「危険信号」を

発見した場合には迅速かつ適切な対応をしましょう 

■「ネット上のいじめ」に関して■ 

◇子どもの発するＳＯＳのサインを見逃さないようにし

ましょう。 

 ・最近、メールや携帯電話を無視するようになった。 

 ・今まで大音量で流れていた着メロがサイレントモード

に変わっている。 等 

◇子どもから相談を受けた場合、早急に学校と連携して   

 次のことを行いましょう。 

 ・子どもに対するケア 

 ・サイト管理者やプロバイダへの書き込みの削除要請 

※「『ネット上のいじめ』に関する対応マニュアル・事例集(平成 20 年 11 月文部科学省)」参考 

 


